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当
施
設
で
は
ご
利
用
者
様
、
ご
家
族
様
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
や

ご
要
望
、
苦
情
に
対
し
組
織
と
し
て
迅
速
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
円
滑
な
解
決
を
図
る
た
め
第
三
者
委
員
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
記
載
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
匿
名
性
を
確
保
し
た
上
で

の
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

苦
情
・
要
望
の
内
容
並
び
に
改
善
状
況
に
つ
い
て
の
報
告

 
公
益
財
団
法
人
《
京
都
S
K
Y
セ
ン
タ
ー
》
様
よ
り
、
お
花
と

プ
ラ
ン
タ
ー
を
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た
。
環
境
と
福
祉
と
町
の
美
化

を
目
的
と
し
た
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
消
防
ホ
ー
ス
を
リ
メ
イ
ク
し
た
も
の
で
す
。

京
都
市
立
芸
術
大
学
の
学
生
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
さ
れ
、

障
害
者
就
労
支
援
施
設
《
加
音

(

か
の
ん

)

西
京
極
作
業
所
》
の
皆
様

が
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
交
流

　　
パ
リ
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
幕
を
閉
じ
、
先
日
か
ら
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
始
ま
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
各
国
選
手
の
ご
健
闘
を
讃

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
さ
て
例
年
に
も
勝
る
連
日
の
酷
暑
で
し
た
が
、
皆
様
、
体
調
管
理

は
如
何
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
識
者
に
よ
り
ま
す
と
、
ど
う
や
ら
今

後
は
真
夏
日
ど
こ
ろ
か
、
猛
暑
日
が
続
く
こ
と
が
当
た
り
前
の
時
代

に
な
る
だ
ろ
う
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

九
月
に
な
っ
て
も
陽
射
し
は
衰
え
ず
、
ま
た
台
風
が
脅
威
で

す
。
そ
し
て
天
候
が
思
い
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
の
は
承
知
の
う
え
で

す
が
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
だ
け
で
も
涼
し
い
秋
に
一
息
つ
き
た
い
も

の
で
す
ね
。

　
最
後
に
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
皆
様
に
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

法
人
開
設
以
来
、
足
掛
け
二
十
年
に
わ
た
り
理
事
長
の
重
責
を
担
っ

て
頂
い
た
近
藤
泰
正
先
生
が
、
此
の
春
に
ご
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
れ
に
伴
い
、
不
肖
、
小
生
が
理
事
長
に
就
任
し
施
設
長
も

兼
務
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
法
人
の
発
展
と
事

業
の
推
進
の
た
め
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
後
も
ご
指
導
・
ご
支
援
の
程
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
理
事
長
　
吉
田
　
巌

春
風
駘
蕩
～
風
の
便
り
～

え
が
お
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季
刊

)

（単位：円）

介護保険事業収益 630,155,371 

その他の事業収益 8,342,400 

経常経費寄附金収益 90,084 

サービス活動収益計 638,587,855 

人件費 424,085,874 

事業費 69,555,681 

事務費 112,466,262 

減価償却費 34,789,466 

国庫補助金等特別積立金取崩益 -1,779,844 

サービス活動費用計 639,117,439 

サービス活動増減差額 -529,584 

受取利息配当金収益 106,430 

その他のサービス活動外収益 4,532,596 

サービス活動外収益計 4,639,026 

支払利息 3,391,850 

その他のサービス活動外費用 4,428,939 

サービス活動外収益計 7,820,789 

サービス活動外増減差額 -3,181,763 

経常増減差額 -3,711,347 

施設整備等補助金収益 - 

特別収益計 - 

固定資産売却損・処分損 37,411 

国庫補助金等特別積立金積立額 - 

特別費用計 37,411 

特別増減差額 -37,411 

当期活動増減差額 -3,748,758 

前期末繰越活動増減差額 413,909,187 

当期末繰越活動増減差額 409,610,929 

その他の積立金取崩額 8,300,000 

その他の積立金積立額 15,116,000 

次期繰越活動増減差額 402,794,929 

繰越活動増減差額の部

事業活動計算書

(自) 令和5年4月1日     (至) 令和6年3月31日

サービス活動増減の部

サービス活動外増減の部

特別増減の部

（単位：円）

流動資産 347,915,476 流動負債 101,031,468 

固定資産 781,706,472 固定負債 276,281,851 

  （うち基本財産） 490,533,561 負債の部合計 377,313,319 

  （うちその他固定資産） 291,172,911 

基本金 195,747,536 

国庫補助金等特別積立金 13,638,164 

その他積立金 140,128,000 

次期繰越活動増減差額 402,794,929 

  （うち当期活動増減差額） -4,298,258 

純資産の部合計 752,308,629 

資産の部合計 1,129,621,948 負債及び純資産の部合計 1,129,621,948 

貸借対照表

令和6年3月31日現在

資産の部 負債の部

純資産の部

屋上やデイルームで、ご利用者

様に鑑賞して頂きました。

土のたい肥には、落ち葉を

活用されています。

5月30日
京都SKYセンター・中田様が、
当施設へ届けて下さいました。

リメイク前の消防ホース(右)と、
リメイク後のプランター(左)。
（京都市環境保全活動推進協会の

ホームページより）

合計

3 28 31
件数

デイケア 入所

ご家族様 2 19 21

合計

ご本人様 1 8 9

ご利用者様との関係 デイケア 入所

その他 0 1 1

31

苦情・要望等の種別 デイケア 入所 合計

合計 3 28

2

　教えてほしい 0 2 2

　話を聞いてほしい 0 2

2

　調査してほしい 0 0 0

　回答がほしい 0 2

6　要望・疑問 0 6

5　改めてほしい 2 3

14

合計 3 28 31

その他 1 13

合計

　説明不足 0 1 1

原因の種別 デイケア 入所

19

　設備環境の要因 0 0 0

　情報共有不足・確認不足 3 16

令和6年4月～令和6年8月　苦情・要望内容集計

31合計 3 28

　その他 0 7 7

ケアの質的問題・職員態度 0 4 4

入所 ご利用者様

職員が探し物をしていたが、その際に
「私が所持しているのではないか」と
確認されているように感じた。

職員の説明不足により、ご不快な思い
をおかけしてしまった。

説明不足についてご利用者様へ謝罪させて頂くと共に、
ご利用者様に安心して頂ける言葉かけや説明を行なう
ことの重要性を、職員間で再確認し、実施すること
と致しました。

デイケア ご家族様
デイケア利用時に、お願いしていた
ことが実施されていなかった。

事前にご家族様から依頼を受けていた
内容について、当日にご利用者様から
その必要が無いと伺った為、その通り
に対応してしまった。

ご依頼を受けたことを実施出来ていなかったことに
ついて、謝罪をさせて頂きました。
ご家族様の依頼とご利用者様のご意向に矛盾が生じ
た場合は、ご家族様に確認をとるように職員間で
周知徹底を図りました。

入所 ご家族様 面会時、ベッドシーツに汚れがあった。
起床後、職員が寝具を整える際、
汚れに気づけていなかった。

確認が行き届かなかったことに対して謝罪をさせて
頂くと共に、1日を気持ちよく過ごして頂けるよう、
寝具や衣類等の確認方法について再徹底致しました。

部署 申立者 苦情・要望の内容 原因 1次対応　及び　対策

(主な苦情・要望内容)

入所 ご家族様
入浴後の洗濯物を持ち帰ったが、
違う方のタオルが入っていた。

お名前の確認不足により、他のご利用
者様のタオルが混入してしまった。

ご迷惑をおかけしたことについて謝罪させて頂くと
共に、タオルや衣類について、氏名を必ず確認して
お返しすることを再徹底致しました。


